
 1/21（土）13:30～15:30 

事業創造大学院大学 特別オンラインセミナー 

●第 1 部：14:00～15:00 

「米菓のリーディングカンパニーから 

＜概要＞    
当社は、目指すべき姿として「グローバル・フード・カンパニー」を掲げ、“あられ、おせんべいの製菓業”から“Better For Youの食品業”へ
進化することを目指しています。中期経営計画「Changing gears 2023」では、国内米菓事業、海外事業、食品事業の三本柱を確立し、
国内米菓事業と海外および食品事業の割合を 50：50にする目標を掲げています。 
 「グローバル・フード・カンパニー」の実現に向けては、独自性を追求することに加え、イノベーションに挑戦し、お客様に高付加価値商品を提
供し続ける企業に変革することが必要です。進化に必要不可欠な“イノベーション”と“人財”を軸とした事業戦略について講演いたします。 

亀田製菓株式会社代表取締役会長 CEO 

ジュネジャ レカ ラジュ 氏 ＜プロフィール＞ 

１９８４年に大阪大学工学部に研究員としてインドから来日し、１９８９年に名古屋大学大学院博士課程を修了、同年太陽化学株

式会社に入社。取締役研究部長、国際部長等を経て、２００３年に代表取締役副社長に就任、その後、複数の海外グループ会社

の最高責任者を兼任。２０１４年よりロート製薬にて取締役副社長（海外事業、技術担当）兼チーフヘルスオフィサーに就任し、 

2015 年から子会社の MG ファーマの代表取締役社長、その他 Rohto Mentholatum グループ海外子会社の会長も兼

任 する。 

202０ 年に亀田製菓株式会社代表取締役副社長に就任、グループ会社の会長と役員を兼任 し （尾西食品、マイセン、マイセン

ファインフード、 Daawat Kameda （インド）、 Mary ’s Gone Crackers 米国 、 国内・海外での 食品事業の 推進に 

貢献。202２ 年に亀田製菓株式会社代表取締役 会長 CEO に就任 。様々な国々で数多くの賞を受賞、これまでに 200 以

上の論文・ 3 冊の本を執筆し、特許権を 135 以上保有。 また個人としても世界的な学術貢献が高く評価されている。 

 

事業創造大学院大学 地域・国際担当副学長・教授 

富山 栄子 
＜プロフィール＞ 
【担当科目】マーケティング、グローバル・マーケティング 
東京外国語大学外国語学部ロシア語学科卒。商社にて、輸出入ビジネス、海外企画、外国為替他担当。テレ
ビ局で報道番組の翻訳・解説、通訳・国際交流業務他従事。法廷通訳を経て、新潟大学大学院現代社会文
化研究科修了（経済学博士）。専門はグローバル・マーケティング、マーケティング。公益財団法人環日本海
経済研究所共同研究員。日本精機株式会社社外取締役監査等委員他。 

【お申込み・お問合せ】 左記 QR コードより必要事項を入力の上、1/20(金)17:00 までにお申込みください。 

お電話又は E-mail よりお申込みの場合は、お名前・所属先・電話番号 E-mail アドレスの

４点をお伝えください。 

TEL 025 255 1250  FAX:025 255 1251  E mail : admissions@jigyo.ac.jp 

お申込みされた方へ、参加のご案内をメールにてご連絡いたします 

＜お申込み QR コード＞ 

Zoom開催 参加無料・要予約 

●第 2 部：15:00～15:30 

「SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）と企業価値の創造」 
＜概要＞ 
「SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）」とは、「社会のサステナビリティ」（持続可能な社会に対する要請への対応）と

「企業のサステナビリティ」（企業が長期的に成長原資を生み出す力（稼ぐ力）の維持・強化）を「同期化」させていくこと、及びそのた

めに必要な経営・事業変革（トランスフォーメーション）」を指しています。 

2022 年に実施された経済産業省の「サステナブルな企業価値創造のための長期経営・長期投資に資する対話研究会（SX 研究

会）」では、SX の重要性を提唱しています。では、どのように社会のサステナビリティと企業のサステナビリティを同期化していけ

ばいいのでしょうか。本講演では亀田製菓のケースをもとに議論していきます。 

 

 

唯一無二のグローバル・フード・カンパニーへ」 

●13:30～14:00  大学院活用方法 

亀田製菓 CEOジュネジャ氏から事業戦略を学ぶ 

後援：新潟県、新潟経済同友会、日本経済新聞社 新潟支局 

mailto:admissions@jigyo.ac.jp

